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◇
実
施
日
；
平
成
２
７
年
０
４
月
２
６

( 日
)  

天
候
；
晴

 

◇
参
加
者
；
沖
﨑
吉
信
、
青
木
宏
充

( 前
泊

) 、
梶
野
照
雄
。
 
 
 
 
計
３
名
。

 

    
 ①
 
持
経
宿
・
行
仙
宿
に
「
池
郷
林
道
歩
行
不
可
」
の
看
板
設
置

 

池
郷
林
道
の
崩
落
危
険
箇
所
の
改
修
に
伴
い
奈
良
森
林
管
理
事
務
所
か
ら
工
事
業

者
と
協
議
の
結
果
、
そ
の
通
過
に
つ
い
て
は
、
車
両
は
も
ち
ろ
ん
歩
行
も
不
可
と

す
る
。
そ
の
対
応
を
頼
む
と
の
話
が
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｗ
前
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
そ

れ
迄
に
、
せ
め
て
持
経
宿
、
池
郷
林
道
ゲ
ー
ト
、
上
の
三
叉
路
、
そ
れ
に
行
仙
宿

だ
け
に
は
、
そ
の
旨
の
看
板
設
置
の
必
要
を
感
じ
た
の
で
設
置
に
赴
い
た
。

 

②
 
４
月
１
９
日
「
行
仙
宿
～
２
１
世
紀
の
森
間
の
点
検
整
備
」
山
行
の
折
、
行
者

堂
で
山
行
安
全
祈
願
の
般
若
心
経
勤
行
時
、
上
手
く
唱
和
出
来
て
い
な
い
と
思
わ

れ
た
当
日
参
加
の
橋
本
 
梓
氏
は
、そ

の
般
若
心
経
写
経
を
写
し
ラ
ミ
ネ
ー
さ
れ
、

火
拭
竹
２
本
と
併
せ
沖
﨑
宅
へ
届
け
て
頂
い
た
、
そ
の
厚
意
に
早
く
対
応
し
た
い

と
思
い
本
日
持
参
し
た
。

 

③
 
連
休
中
の
必
需
品
で
あ
る
紙
食
器
類
と
ビ
ー
ル
１
箱
等
を
荷
上
げ
す
る
と
共
に

米
・
食
材
・
調
味
料
な
ど
の
在
庫
調
査
を
行
い
、
不
足
品
荷
上
げ
に
対
処
す
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

青
木
氏
；
前
日
行
仙
宿
に
入
宿
し
、
倶
利
伽
羅
岳
ま
で
足
を
延
ば
し
、
鎖
場
を
避
け

る
金
剛
童
子
を
祀
る
頂
き
を
経
由
の
迂
回
路
を
設
置
し
て
く
れ
た
。

 

 梶
野
氏
；
午
後
、
行
仙
宿
に
入
宿
し
円
形
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
を
設
置
さ
れ
た
。
入
宿
の
折
、

青
木
車
と
す
れ
違
い
話
を
し
た
と
の
事
。
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